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「寄居町議会だより」は、再生紙を使用しています。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８
・
５
８
１
・
９
９
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
・
５
８
１
・
６
９
１
１

２
０
１
０
年
２
月
１
日
発
行

お
元
気
で
す
か

　

鉢
形
北
条
氏
が
全
盛
の
時
代
、
赤
浜

の
地
の
在
地
勢
力
と
し
て
大
久
保
一

族
（
旧
姓
は
大
窪
、
三
兄
弟
）
が
い

た
。
頭
目
は
大
久
保
杢も

く
の
す
け

之
助
で
あ
る
。

徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
弟
、
松
平
忠
長

（
駿
河
大
納
言
と
も
い
う
）
は
、
血
を
分
け
た
兄
弟

で
あ
り
な
が
ら
政
権
争
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
、

逆
賊
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。
忠
長

は
将
軍
家
光
の
命
に
よ
り
、
罪
人
と
し
て
甲
府
か

ら
高
崎
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
代
将
軍
家
光
の
時
代
は
江
戸
幕
府
の
支
配
が

確
立
し
な
い
不
安
定
な
時
代
で
、
全
国
的
に
見
て

も
不
穏
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。
兄
弟
の
間
で
も
、

や
や
も
す
れ
ば
将
軍
職
が
奪
わ
れ
そ
う
な
様
子
も

あ
り
、
ま
し
て
や
取
り
巻
き
な
ど
に
も
権
力
を
分

捕
ろ
う
な
ど
と
い
う
人
た
ち
も
多
く
い
た
。
だ
か

ら
、
実
の
弟
で
も
疑
い
を
持
た
れ
れ
ば
消
さ
れ
る

な
ん
て
当
た
り
前
だ
っ
た
。
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寛
永
十
年
、
忠
長
は
高
崎
へ
連
行
さ
れ
る
途
中
、

赤
浜
を
通
る
際
に
、
前
述
の
杢
之
助
宅
に
一
泊
し

た
。
杢
之
助
宅
に
は
、
椿
の
大
木
が
あ
り
、
忠
長

は
椿
の
花
の
落
ち
る
の
を
見
て
「
明
日
は
我
が
身

か
…
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
居
合

わ
せ
た
人
々
は
一
様
に
、
落
ち
行
く
忠
長
の
心
情

を
思
い
、
涙
し
た
と
い
う
。

　

高
崎
に
着
い
て
か
ら
自
害
し
た
と
聞
き
、
驚
き

悲
し
ん
で
供
養
の
た
め
に
祠

ほ
こ
ら

を
建
て
、
門
口
に
は

石
の
地
蔵
様
を
建
て
た
。地
元
の
人
は「
大
納
言
様
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

赤
浜
の
渡
し
は
、
鎌
倉
街
道
の
渡
河
点
で
あ

り
、
古
く
は
新
田
義
貞
が
鎌
倉
攻
め
の
際
に
も

通
過
し
た
と
さ
れ
る
。
当
時
目
印
と
さ
れ
た
獅

子
岩
（
川か

わ
こ
し
い
わ

越
岩
）
は
、
現
在
の
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
あ
た
り
、
忠
長
も
こ
こ
で

荒
川
を
渡
り
、
高
崎
に
向
か
っ
た
と
い
う
当
時

の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

保坂達司（男衾・赤浜）

（委　　員）

（委 員 長）

原 口　 孝
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  2日(火) 
  3日(水) 

(水) (水) 

3月2日

午前 9：30 開会
傍聴をお待ちしています

3月19日
10日(水) 
11日(木)
12日(金)  一般質問
19日(金)  議案審議

本会議は
今回から

本会議が傍聴できます

議案審議

予算審議

11月18日、県町村議会広報研修
会が開かれ、議会だより編集委員の
代表2名が参加しました。
当日は、編集姿勢や記事の正確さ、
読みやすさ、印刷効果等の講演があ
りました。
今後の編集活動に生かし、１人でも
多く町民の皆様に手にとって読んで
いただける議会だよりをめざしてい
きます。

（議　　長）

田母神節子

岡 本 安 明

（副委員長）

押 田 秀 夫

原 口　 昇佐 藤 理 美
稲 山 良 文
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直 通

目指します！ 
手にとっていただける
議会だより

荒川の「赤浜の渡し」跡（左）と 忠長を供養すると伝えられる祠（右）

「町民との橋渡し役に」
編集委員としてお世話になり、議
会と町民との橋渡し役が編集委員
の役割と考えます。
いかに議会の内容を分かりやすく
町民に伝えられるかは、編集委員
の力量にかかっていると思います。
私も編集委員の一員として、町民
に分かりやすい議会だより発行の
ため、努力していきたいと考えて
おります。（原口昇）


